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研究成果の概要（和文）：本研究では、標的となるタンパク質・測定対象に与える影響を最小限にしたタグペプ
チドによるタンパク質標識を目指し、新奇な補因子を持ったペプチドやタンパク質の開発を行ってきた。金属結
合ペプチドやタンパク質を用いて、その系中で金属による酸化的自己修飾反応を制御し、翻訳後化学修飾を誘起
して自発的に形成される新たなクロモフォア、フルオロフォアを持った人工タグペプチドやタンパク質の検索を
行った。金属結合部位として銅に対して選択的に結合するATCUN配列や金属結合タンパク質に着目した。結合部
位と反応部位を各々または同時に検討した。

研究成果の概要（英文）：Some copper oxidases bear the cofactors which is generated by 
post-translationally chemical modification of the corresponding amino acid side chains near the 
copper active center. If such unusual cofactors are able to be formed on the small peptide and 
proteins, they will be promising tools for the modification of protein and the direct observation of
 the labeled-proteins in the cells. In this study, we have prepared rationally designed 
copper-binding peptides and proteins, which can induce the organic cofactors by posttranslationally 
chemical modifications. The structures and spectroscopic properties of the generated unusual amino 
acids were examined by several analytical methods including MS analysis and UV-vis spectroscopy.

研究分野： 生体関連化学

キーワード： N末端修飾

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
緑色蛍光タンパク質などにおいては標的タンパク質が発現されるに伴って自発的に蛍光団が形成するため、利用
部位を問わない。そのため、他の手法とは一線を画し、簡便でかつ、生きたままに最も近い生細胞の状態が直接
観測可能となる。本研究ではこのタンパク質の小型化をはかり、生細胞に影響を与えないまま、適応範囲を拡張
できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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Figure 1. Design of tag peptides and proteins. 
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Figure 2. Structures of the (left) and SDS-PAGE analysis (right) of the mutant. 
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